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5月1日発行

SSKR
千葉市身障者福祉会
発　行　広報委員会
責任者　飛嶋　信行

鮭　　　福祉会関連の行事実績と予定 

福祉会会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか？コロナウイルスの感染者減少の兆
しが見え、2度目の緊急事態宣言が解除されたのもつかの間、再び感染者が増加し、
まん延防止等重点措置が政府によって適用されることとなりました。
皆さん、とても生活しにくく、配慮が必要な毎日が続いているとは思いますが、正

しい知識を持ち、3密を避け粘り強く収束を待ちましょう。さらにワクチンの接種が
開始され医学的な対策もこれから拡大していくと思われます。

一人一人、意識を高め収束への対策を続けていきましょう。

今号でも、福祉会関連の活動実績と予定をお知らせいたします。
限られた機会ではありますが、その少ない機会を大いに活用して福祉会の活動を続

けていきましょう。

03月
3月12日（金）連合会常任理事会・・・開催
3月13日（土）月例理事会・・・開催
3月19日（金）連合会理事会・・・開催
3月30日（火）　日身連評議員会・・・書面・オンライン会議

04月
4月10日（土）月例理事会・・・開催
4月21日（水）総務委員会・・・開催
4月25日（日）仏教会共催福祉バザー・・・中止

千葉市障害者スポーツ大会・・・中止
月例理事会・・・開催予定
福祉会評議員会・・・書面会議
千葉市障害者スポーツ大会（FD、ポッチヤ）・・・中止

6日（日）体育祭（療育センター）・・・10月31日（日）延期

（広報委員会）

閣
閣
国

）
　
）
　
）
　
）

日
土
日
水

（
　
（
　
（
　
（

日
　
日
　
日
　
日

9
　
5
　
6
　
9

明
岩
畳

○



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2021年4月29日発行　SSKR増刊通巻第9209号

干葉身障　　　　　　　　　　第275号（2）

異動のお知らせ
令和3年度4月1日付けで、千葉市障害者自立支援課と各保健福祉センターの担

当者が一部異動されました。

特に、自分の地区の電話番号は、メモをして覚えておく事をお奨めします。（敬称略）

保健福祉局

局　　長　山元　隆司

次　　長　山口　淳一

次　　長　松島　隆一

高齢障害部

部　　長　佐藤　ひとみ

障害者自立支援課

課　　長　鈴木　清由

課長補佐　佐藤　裕司

障害福祉サ“ビス課

課　　長　布施　善幸

課長補佐　石井　和孝

中央保健福祉センター（高齢障害支援課）

花見川保健福祉センター（高齢障害支援課）

稲毛保健福祉センター（高齢障害支援課）

若葉保健福祉センター（高齢障害支援課）

緑保健福祉センター（高齢障害支援課）

美浜保健福祉センター（高齢障害支援課）

TEL：22l－2152

TEL：275－6462

TEL：284－6140

TEL：233－8154

TEL：292－8150

TEL：270－3154

TEL：245－5600

TEL：245－5602

TEL：245－5172

TEL：245－5253

FAX：221－2602

FAX：275－6317

FAX：284－6193

FAX：233－825l

FAX：292－8276

FAX：270－3281

令
和
3
年
度

『
評
議
委
員
会
』

書
面
会
議

開
催
通
知

千
葉
市
身
体
障
害
者
福

祉
会
、
令
和
3
年
度
の
第

1
回
評
議
員
会
は
5
月
1
6

日
（
日
）
1
3
時
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
踏
ま
え
、
書
面
会
議

と
す
る
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

評
議
員
の
皆
様
、
お
間

違
え
の
無
い
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
委
員
会
）

害
者
の
方
で
受
付
期
間
内
に
希
望
さ
れ
た
方
に

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
を
無
償
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒

に
通
常
は
が
き
2
0
枚
を
封
入
し
た
も
の
に
な

り
ま
す
。

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
の
無
償
配
布
は
1
9
7

6
年
度
に
当
時
の
厚
生
省
が
提
唱
し
て
い
た
「

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
」
に
合
わ
せ
、
身

体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る

国
民
の
理
解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

重
度
障
害
者
（
1
・
2
級
）
で
希
望
さ
れ
る
方

に
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒

に
通
常
の
郵
便
は
が
き
を
入
れ
て
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
‥
4
月
1
日
（
木
）
～
5
月
3
1
日
（
月
）

配
布
期
間
‥
4
月
2
0
日
（
火
）
以
降

申
込
方
法
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

①
最
寄
の
郵
便
局
で
「
障
害
者
手
帳
」
を
掲
示
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
申

込み。

②
『
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
』
の
用
紙
に

内
容
を
記
入
し
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
郵
送
。

代
理
の
方
で
も
申
込
み
が
出
来
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
4
月
2
0
日
以
降
、
住
所
の
集
配
を
受
け

持
つ
日
本
郵
便
の
支
店
に
直
接
申
込
ま
れ
た
場

合
は
、
そ
の
場
で
頂
け
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

囲
、
賀
田

「
青
い
烏
郵
便
は
が
き
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
本
郵
便
株
式
会
社
で
は
、
重
度

の
身
体
障
害
者
及
び
重
度
の
知
的
障
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昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
多
く

の
催
し
も
の
や
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
な

ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
も
例
外
で
は
な
く
、
多
く

の
行
事
が
、
中
止
、
書
面
会

議
開
催
と
な
り
、
皆
様
へ
情

報
や
行
事
の
内
容
を
お
伝
え

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
広
報

委
員
と
し
て
は
、
掲
載
す
る

記
事
が
限
り
な
く
減
っ
て
し

ま
い
、
会
報
の
内
容
も
毎
号

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
作
成
を

し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
状
況
を
見
て
、

前
広
報
委
員
長
の
小
野
昭
光

氏
よ
り
『
少
し
で
も
足
し
に

な
れ
ば
』
と
お
気
遣
い
頂
き
、

投
稿
記
事
を
頂
き
ま
し
た
。

口
頭
で
も
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
が
、
改
め
て
書
面

で
も
感
謝
の
言
葉
を
書
か
せ

て
頂
き
ま
す
。
『
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

早
速
で
す
が
、
頂
い
た
記

事
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

題
名
は
『
千
障
会
』

『千障会』

千
葉
市
は
平
成
4
年
4
月

に
全
国
1
2
番
目
に
政
令
指
定

都
市
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た。
持
ち
回
り
で
　
「
会
議
」
　
や

「
身
障
者
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
　
を
開
催
し
て
お
り
、
初

参
加
の
仙
台
市
で
は
　
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
　
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

私
は
翌
年
か
ら
仲
間
に
入

れ
て
頂
き
、
平
成
1
2
年
の
京

都
大
会
迄
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

昭
和
6
3
年
4
月
に
千
葉
市

身
体
障
害
福
祉
会
に
入
会
、

平
成
7
年
5
月
か
ら
理
事
、

平
成
1
0
年
4
月
か
ら
、
現
高

山
会
長
か
ら
広
報
委
員
長
と

し
て
「
千
葉
身
障
』
作
り
を
1
8

年
間
担
当
。

平
成
1
8
年
5
月
か
ら
平
成

2
8
年
3
月
に
江
野
澤
氏
に
引

継
ぐ
迄
の
8
年
間
は
副
会
長

を
兼
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
身
障
者
親
善
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
の
競
技
が
平
成
1
3
年

か
ら
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
に

変
更
さ
れ
福
岡
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
3
1
年
の
札
幌

大
会
ま
で
1
7
回
参
加
（
内
監

督
と
し
て
6
回
参
加
）

平
成
1
3
年
の
初
参
加
後
、

メ
ン
バ
ー
か
ら
「
毎
月
練
習

し
た
い
」
と
の
意
見
が
多
く

「
千
葉
市
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン

グ
愛
好
会
（
通
称
‥
千
障

会
）
」
を
立
ち
上
げ
「
月
例
大

会
」
を
開
催
。

当
時
は
リ
バ
ー
レ
ー
ン

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
）
の
協
力
も

あ
り
練
習
日
を
年
間
予
約
す

る。

メ
ン
バ
ー
に
は
車
椅
子
利

用
者
や
視
覚
障
害
者
が
多
く

車
椅
子
の
方
に
は
シ
ュ
ー
タ

ー
（
ス
ロ
ー
プ
台
）
。
視
覚
の

方
に
は
手
作
り
の
ガ
イ
ド
レ

ー
ル
を
自
作
、
試
作
1
号
か

ら
6
号
ま
で
作
り
上
げ
ま
し

た。
全
国
大
会
に
参
加
し
、
国

際
規
格
を
知
り
、
そ
れ
に
沿

っ
た
設
計
図
を
作
図
し
、
業

者
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
、
2
台

の
制
作
を
依
頼
す
る
。

平
成
3
2
年
に
は
千
葉
市
が

主
管
。
千
葉
市
に
後
援
を
依

頼
し
大
会
参
加
者
と
一
般
の

ボ
ウ
ラ
ー
と
の
「
前
夜
祭
」
を

開
催
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

平
成
2
7
年
9
月
に
千
葉
リ

バ
ー
レ
ー
ン
が
閉
鎖
し
、
鎌

取
イ
オ
ン
5
階
の
　
「
ラ
ク
ゾ

ー
ボ
ウ
ル
」
　
に
場
所
を
変
更

し
継
続
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開
催

が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ク
ゾ
ー
ボ
ウ
ル

も
近
い
う
ち
に
移
転
の
予
定

が
あ
り
、
移
転
先
の
交
通
の

便
が
悪
く
、
や
む
お
え
ず
3

月
で
月
例
千
障
会
を
解
散
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
1
8
年

と
1
0
か
月
続
け
、
1
9
8
回

の
開
催
で
し
た
。

永
い
問
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
の

メ
ン
バ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

美
浜
区
　
小
野
昭
光
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～賛助会員入会のお知らせ～

氏　名 �住　　　　　　　　　所 �電話番号 

佐久間　恒夫 �千葉市花見川区花園3丁目14－16 �274－1164 

福祉会は発足70周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。
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君時陽和ミ
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薫
官
写
真

広
報
委
員
長
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
時
に

撮
影
し
た
、
季
節
の
写
真
で
す
。

撮
影
場
所
は
花
見
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
綺
麗
な
写
真
や
面
白
い
写
真
等
、
撮
影
さ

れ
ま
し
た
ら
、
是
非
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
記
事
、

作
品
も
掲
鼓
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員
皆

様
か
ら
掲
載
記
事
を
募
集
し
ま

す
。
「
ぜ
ひ
千
葉
身
障
に
掲
載
し

「
こ
ん
な
活
動
し
て
ま

っ
て
貰
い

「
活
動
メ
ン
バ
ー
募
集

」
等
広
い
範
囲
で
募
集

し
ま
す
。

又
、
活
動
以
外
で
も
個
人
的
な

作
品
、
例
え
ば
手
工
芸
、
習
字
、

写
真
等
々
、
自
分
の
成
果
を
み
ん

な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
方
な

ど
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ
し
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
連
絡
を

下
さ
い
。

紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲
載
出

来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や

っ
て
み
た
い
I
L
と
い
う
方
は
広

報
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さい。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
が

発
行
す
る
本
誌
　
「
千
葉
身
障
」
　
は

千
葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
が
出
来
ま
す
。

「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
」

と
検
索
し
て
も
ら
え
る
と
見
つ
か

り
ま
す
。
千
葉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
過
去
発
行
分
も
閲
覧
出
来

ま
す
の
で
、
是
非
覗
い
て
み
て
下

さ
い
。

匿
　
　
　
名

毎
回
の
ご
協
力
に
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
会
）
小
倉

計
　
報

小
糸
千
代
子
様
（
中
央
区
）

令
和
3
年
3
月
1
6
日
（
8
6
歳
）

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
組
織
委
員
会
）
片
岡

発
行
人
‥
特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
3
I
l
i
1
7

ヴ
エ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
1
0
2
号

編
集
人
‥
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

千
葉
市
中
央
区
千
葉
寺
町
聞
I
2

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

千
葉
身
障
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
、
問
合
わ
せ
は
以
下
に

お
願
い
し
ま
す
。

圏
‥
〇
四
三
－
二
〇
九
1
三
二
八
一

望
〇
四
三
－
二
〇
九
⊥
三
八
一
一


